
近藤 修
国土交通省 遠賀川河川事務所長

く
、
流
域
の
様
々
な
方
々
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
着
任
後
間
も
な
く
知
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
周
知
の
事
と
思
い
ま

す
が
、
以
前
の
遠
賀
川
は
、
石
炭
の
洗
炭
に
よ
り

「
ぜ
ん
ざ
い
川
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
黒
く
濁
っ
た

川
で
し
た
。
今
で
こ
そ
そ
れ
な
り
に
透
明
な
水
が

流
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
生
活
雑
排
水
の

影
響
等
に
よ
り
水
質
は
悪
く
、
昨
年
の
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
九
州
地
方
の
国
が
管
理
す
る
２
６
の
河

川
の
中
で
４
番
目
に
悪
い
（
彦
山
川
は
３
番
目
、

犬
鳴
川
は
９
番
目
に
悪
い
）
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
心
な
い
方
々
に
よ

る
ゴ
ミ
の
投
棄
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
川
で
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
遠
賀
川
の
河
川
環
境
に
は
ま
だ
ま

だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
昭
和
の
時
代
か

ら
川
に
親
し
む
活
動
や
清
掃
活
動
、
環
境
学
習
等

が
行
わ
れ
、
平
成
に
入
っ
て
、
そ
れ
が
活
発
に
広

が
っ
て
き
て
お
り
、
遠
賀
川
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
が
徐
々
に
で
す
が
着
実
に
広
が
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
流
域
の
方
々
の
地
道
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
今
の
遠
賀
川
が
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。遠

賀
川
は
、
こ
の
地

域
に
と
っ
て
他
に
誇
れ

る
貴
重
な
財
産
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
川
を

皆
様
と
一
緒
に
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

直方リバーサイドパークから
遠賀川河川事務所を望む

国土交通省 遠賀川河川事務所長
近藤 修

こ ん ど う お さ む

７
月
２
４
日
付
け
で
事
務
所

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
近
藤

修
で
す
。
津
森
前
所
長
の
後
を

引
き
継
ぎ
、
歴
史
と
文
化
、
そ

し
て
自
然
あ
ふ
れ
る
遠
賀
川
を

担
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
東
京
の
２
３
区
を
流
れ

る
神
田
川
の
近
く
で
育
ち
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の

「
か
ぐ
や
姫
」
の
曲
名
と
し
て

も
有
名
な
、
あ
の
川
で
す
。

写
真
で
お
分
か
り
の
よ
う
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
の

「
水
路
」
の
よ
う
な
川
で
、
水

に
近
づ
く
こ
と
な
ど
到
底
で
き

な
い
川
で
し
た
。
い
や
、
で
き

な
い
と
い
う
よ
り
は
「
近
づ
き

た
く
な
い
」
と
い
う
の
が
正
直

な
所
で
、
今
は
だ
い
ぶ
改
善
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
の

頃
の
思
い
出
と
し
て
は
水
量
が

少
な
い
日
に
は
悪
臭
が
す
る
一

方
で
、
大
雨
が
降
れ
ば
一
気
に

増
水
し
、
た
や
す
く
は
ん
濫
す

る
や
っ
か
い
な
川
と
い
う
印
象

で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
川
を
見
て
育
っ

た
私
に
と
っ
て
、
遠
賀
川
の
河

川
敷
の
風
景
は
ま
さ
に
別
世
界

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

朝
の
通
勤
は
河
川
敷
を
通
っ
て

来
る
の
で
す
が
、
天
気
の
良
い

日
に
は
、
緑
の
河
川
敷
の
広
々

と
し
た
空
間
と
遠
い
町
並
み
、

さ
ら
に
遠
く
に
見
え
る
山
々
、

そ
し
て
青
い
空
の
調
和
が
醸
し

出
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
景
観

を
堪
能
し
な
が
ら
通
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
潜
り

橋
」
の
上
で
足
を
止
め
川
の
中

を
覗
い
て
み
れ
ば
、
小
魚
の
群

れ
が
泳
い
で
い
る
の
が
見
え
ま

す
。
先
日
は
大
き
な
鯉
を
見
つ

け
ま
し
た
し
、
ほ
か
に
白
鷺
な

ど
の
野
鳥
を
見
か
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
「
別
世
界
」
は
、
決
し
て
一

朝
一
夕
に
得
ら
れ
た
訳
で
は
な

現在の神田川

職員で参加した9月27日彦山川ペーロン
大会の様子 先頭が近藤事務所長



7
月
24
日
～
26
日
の
記
録
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
遠
賀
川
河
口
堰

へ
の
河
川
水
の
流
入
量
が
増
加
し

た
た
め
、
平
成
15
年
7
月
以
来
の

ゲ
ー
ト
全
開
操
作
を
実
施
し
、
ゴ

ミ
は
一
挙
に
響
灘
に
向
け
て
流
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
洞
山
周
辺
に
は
、

草
木
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
、
空
き
缶
な
ど
が
打
ち

上
げ
ら
れ
洪
水
後
は
周
辺
を
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

7
月
24
日
～
26
日
の
集
中
豪
雨
で
遠
賀
川
か

ら
流
れ
出
た
ご
み
の
清
掃
活
動
を
８
月
１
日

（
日
）
芦
屋
町
洞
山
で
地
元
住
民
の
呼
び
か

け
に
よ
り
約
３
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ゴ
ミ
袋
約
８
０

０
袋
分
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

主催：洞山保存会・芦屋町の自然を守る会・遠賀川流域デポジット法制化を求める事務局

主催：ＮＰＯ法人遠賀川流域住民の会・嘉麻水辺の楽校周辺の環境を守る会

平
成
21
年
8
月
9
日
（
日
）
、
嘉
麻
市
大
隈
町
「
嘉
穂
水
辺
の
楽
校
」

周
辺
の
川
岸
や
川
面
に
生
え
て
い
る
葦
を
刈
り
取
る
作
業
を
「
嘉
穂
水

辺
の
楽
校
周
辺
の
環
境
を
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠

賀
川
流
域
住
民
の
会
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域
住
民

の
会
」
は
、
上
流
や
支
流
か
ら
流

れ
出
る
「
葦
の
枯
草
」
が
河
口
堰

や
海
岸
に
流
れ
着
き
、
多
大
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

葦
の
利
活
用
を
図
れ
な
い
か
と
、

「
嘉
穂
水
辺
の
楽
校
周
辺
の
環
境

を
守
る
会
」
と
共
に
検
討
し
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

葦
は
川
面
に
根
を
張
り
、
家
庭

の
雑
排
水
等
の
汚
れ
を
吸
収
す
る

浄
化
作
用
が
あ
る
貴
重
な
植
物
で

す
が
、
反
面
、
刈
り
取
ら
ず
放
置

し
て
お
く
と
冬
に
枯
れ
、
翌
年
の

夏
場
の
大
雨
時
に
下
流
に
流
れ
出

ま
す
。

栄
養
分
を
多
く
吸
収
し
て
い
る

こ
の
ま
ま
で
は
、
河
口
の
自
然

環
境
、
観
光
や
漁
業
に
甚
大
な
る

被
害
が
出
る
こ
と
は
必
死
の
状
態

で
し
た
。

「
自
然
遺
産
と
魚
つ
け
森
の
洞

山
を
ゴ
ミ
か
ら
守
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
他
二
団
体
（
芦
屋
町
の
自

然
を
守
る
会
、
遠
賀
川
流
域
デ
ポ

ジ
ッ
ト
事
務
局
）
と
共
に
、
清
掃

活
動
を
緊
急
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
内
は
も
と
よ
り
北
九
州
市
、

遠
賀
川
上
流
域
、
福
岡
市
、
ま
た

中
国
か
ら
の
留
学
生
も
駆
け
つ
け

て
く
れ
、
老
若
男
女
子
供
た
ち
総

勢
３
０
０
人
余
り
の
方
々
が
参
加

し
、
夏
の
暑
い
中
、
汗
を
流
し
て

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

洞
山
周
辺
は
見
違
え
る
程
、
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
約
１
万
個
も
回
収
し
ま

し
た
。

洞山にたくさんの人々が集い清掃活動
が行なわれました。

夏
場
に
葦
を
刈
り
取
り
、
肥
料
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

洪
水
時
に
下
流
へ
流
れ
出
る
葦
の

枯
れ
草
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
日
は
、
距
離
に
し
て
約
１

㎞
【
刈
り
取
り
面
積
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
５
万
㎡
）
】
を
50
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
葦
の
刈
り
取
り
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
葦
は
堆
肥
小
屋
へ

運
び
、
そ
こ
で
細
か
く
裁
断
し
、

「
米
ぬ
か
」
を
混
ぜ
て
水
を
か
け

約
半
年
か
け
て
堆
肥
を
完
成
さ
せ

ま
す
。
こ
の
堆
肥
を
近
く
の
農
家

で
水
稲
に
施
し
て
「
葦
米
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
遠
賀
川
流
域
の
河
川
愛
護
団

体
や
農
家
等
に
配
布
し
、
広
く
河

川
環
境
保
全
の
啓
蒙
を
図
る
予
定
。

来
年
は
葦
の
堆
肥
を
施
こ
し
た

「
遠
賀
川
の
葦
米
」
と
し
て
美
味

し
い
お
米
が
生
ま
れ
る
予
定
。
そ

の
時
は
「
新
米
の
試
食
会
」
を
行

い
多
く
の
人
に
葦
の
利
活
用
を
伝

え
た
い
。



平成19年度より「赤池地区河川利用推進事業」を開始し、一部が

完成。当地区（彦山川：福知町市場小学校前付近）の河川整備につ

いて考える「子どもの水辺協議会」に赤池中学校の生徒も参加し、

生徒の意見やアイデアが川づくりに活かされています。

平成17年に赤池中学校の１年生が、「総合的な学習の時間」を利

用し「私たちの水源を守ろう」のテーマのもと、彦山川についての

調査・活動に取り組みました。

彦山川を調査するため、地域で活動している「ひこさんがわ夢の

会」の皆さんに指導を受けながら、共に河川敷のゴミ拾いや水質調

査・鮭の稚魚の放流活動をしてきました。その後、毎年１年生が環

境問題をテーマに取り組みを進めています。

当日、カヌー乗り場から赤池中学校の１年生は10人で漕ぐＥボー

トに乗って、川の上から見る周りの景色を楽しみました。しかし、

10人で漕ぐＥボートは息が合わないと真っすぐ進みません。みんな

真剣に漕いでいました。

また、生徒たちの学習や取り組みを温かく見守ってきた「ひこさ

んがわ夢の会」の皆さんも、河川敷の清掃や草刈りをしながら生徒

たちに声援を送っていました。

主催：NPO法人遠賀川流域住民の会

平成２１年８月16日（日）飯塚市平恒の穂波艇庫で第7回
「遠賀川カヌー駅伝大会」が開催され、小学1年生から72
歳までの選手が参加、総勢9チームが岸からたくさんの応
援を受けながらタイムを競いました。

平成２１年８月16日（日）飯塚市平恒の穂波艇庫で第7回
「遠賀川カヌー駅伝大会」が開催され、小学1年生から72
歳までの選手が参加、総勢9チームが岸からたくさんの応
援を受けながらタイムを競いました。

この大会は遠賀川流域の環境や水質などの向上を図るため

参加者に水面から河川に触れ、肌で遠賀川を感じてもらおう

との思いで実施されており今回で７回目となります。会場は

当初、遠賀川の芳雄橋付近（飯塚市）でしたが、前日の雨で

急遽、穂波艇庫（飯塚市平恒）で開催されました。

参加者は地元飯塚市や嘉麻市など９チーム（45人）。小学

生と一般でチームを作り、艇とパドルをタスキに速さを競い

ました。小学６年生の２分６秒が最も速く、見事なパドルさ

ばきで大人を振り切りました。

日頃の練習の成果が発揮

され、子ども達の笑顔が

輝き、応援も一段と力

強くなっていました。

開会式の様子

いよいよスタート！！

優勝した大分小カヌー同好会
と大分小カヌークラブの皆さん

優勝 大分小カヌー同好会

準優勝 大分小カヌークラブ　A

3位 大分小カヌークラブ　B

4位 チーム鯉つり名人

5位 穂波海洋クラブ

6位 チーム光代新橋付近

7位 こころん

8位 エンジョイIIZUKAカヌー

9位 エアーウルフと愉快な仲間たち

カヌー駅伝大会　成績表

力強い漕ぎっぷりです！

ひ
こ
さ
ん
が
わ
夢
の
会
の
皆
様

に
よ
る
清
掃
・
草
刈
の
様
子
。

平成21年8月24日（月）に福智町立赤池中学校の１年生が、一
部出来上がったカヌー乗り場からＥボートの初乗りをしました。



消
防
士
の
皆
さ
ん
に
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
ら
、
反
応
を
確
認
後
、

１
１
９
番
に
通
報
。
救
急
車
が
到
着
す
る
間
が
と

て
も
大
切
な
時
間
。
勇
気
を
持
っ
て
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く
に
あ
れ
ば
使
用
し
ま
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
練
習
が
大
切
」
と
。

早
速
、
参
加
者
も
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
士
の
皆
さ
ん
に
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
ら
、
反
応
を
確
認
後
、

１
１
９
番
に
通
報
。
救
急
車
が
到
着
す
る
間
が
と

て
も
大
切
な
時
間
。
勇
気
を
持
っ
て
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く
に
あ
れ
ば
使
用
し
ま
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
練
習
が
大
切
」
と
。

早
速
、
参
加
者
も
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

主催 飯塚市

平成15年5月22日にオープンした「遠賀川飯塚地区防

災ステーション」は飯塚市芳雄地区にあります。主

な施設として、洪水時には飯塚市の現地対策本部や

水防団待機場所となる防災センターや、水防活動を

行う上で必要な土砂などの緊急用資材を事前に備蓄

しておく水防資材備蓄場をはじめ、上空からの被害

状況を把握するための防災ヘリコプターの離発着場、

災害車両対策基地などがあります。

防災センターの開館日は火曜日～日曜日（月曜休館

日）開館時間は9時～17時まで

連絡先０９４８－２１－６１０２

平成15年5月22日にオープンした「遠賀川飯塚地区防

災ステーション」は飯塚市芳雄地区にあります。主

な施設として、洪水時には飯塚市の現地対策本部や

水防団待機場所となる防災センターや、水防活動を

行う上で必要な土砂などの緊急用資材を事前に備蓄

しておく水防資材備蓄場をはじめ、上空からの被害

状況を把握するための防災ヘリコプターの離発着場、

災害車両対策基地などがあります。

防災センターの開館日は火曜日～日曜日（月曜休館

日）開館時間は9時～17時まで

連絡先０９４８－２１－６１０２

はしご消防車体験コーナーはしご消防車体験コーナー

放水体験コーナー放水体験コーナー

人工呼吸やＡＥＤの体験コーナー人工呼吸やＡＥＤの体験コーナー

消火器体験コーナー消火器体験コーナー

安全・安心体験コーナー安全・安心体験コーナー

救命ボート体験コーナー救命ボート体験コーナー

地震体験コーナー地震体験コーナー

防災センターの１階にある地震体験室では震度
３から７まで体験できます。震度が６から７に
なると、もう立ってはいられません。

「第１回 いいづか防災

フェア」は、たくさんの参

加者でにぎわい、それぞれ

の体験を通して災害への備

えの大切さが伝わったので

はないでしょうか。

市民１人ひとりが防災に

ついて準備すること（自助

の力）、地域や周囲のみん

なで共に助け合うこと（共

助の力）、公的機関で守る

（公助の力）、３つの力が

連携することで、防災に強

い街づくりができるのでは

ないかと感じます。

「災害は忘れたころにやっ

てくる」いつ起こるか分か

らないのが災害。みんなで

事前に準備しましょう。

「第１回 いいづか防災

フェア」は、たくさんの参

加者でにぎわい、それぞれ

の体験を通して災害への備

えの大切さが伝わったので

はないでしょうか。

市民１人ひとりが防災に

ついて準備すること（自助

の力）、地域や周囲のみん

なで共に助け合うこと（共

助の力）、公的機関で守る

（公助の力）、３つの力が

連携することで、防災に強

い街づくりができるのでは

ないかと感じます。

「災害は忘れたころにやっ

てくる」いつ起こるか分か

らないのが災害。みんなで

事前に準備しましょう。 炊き出し(ボタ山カレー)防災版炊き出し(ボタ山カレー)防災版

自衛隊の皆さんが災害時の緊急炊き出し訓練として４００人分の
ボタ山カレーをつくりました。みんなで美味しくいただきました。

平
成
21
年
9
月
6
日
（
日
）
飯
塚
市
芳
雄
町
の
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
遠
賀
川
の
河
川
敷
で
人
工
の
豪
雨
や
地
震

な
ど
体
験
し
、
防
災
や
水
防
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
第
１
回

い
い
づ
か
防
災
フ
ェ
ア
」
が
飯
塚
市
主
催
で
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

高さ３０ｍまで上がり
ます。遠賀川が一望で
き、子どもも大人も大
人気でした。

飯
塚
市
は
こ
れ
ま
で
、

防
災
訓
練
や
水
防
訓
練
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
「
市
民
と
共
に
防
災

意
識
を
高
め
て
、
防
災
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
」
事
を
目
的
に
、
今
回

は
広
く
市
民
を
対
象
に
防

災
や
水
防
の
大
切
さ
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら

お
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
飯
塚
市
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
遠
賀
川
の

河
川
敷
で
、
飯
塚
消
防

署
・
飯
塚
市
消
防
団
自
衛

隊
・
飯
塚
警
察
署
・
飯
塚

市
社
会
福
祉
協
議
会
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域
住
民

の
会
の
協
力
で
14
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
開
催
し
ま

し
た
。



１時間
雨量

（ミリ）

予報
用語

人の受ける
イメージ

人への影響
屋内

木造住宅を
想定

屋外
の様子

車に乗っていて 災害発生状況

10～20
やや
強い雨

ザーザーと降る。地面からのは
ね返りで足元
がぬれる。

雨の音で話し
声がよく聞き
取れない。

この程度の雨でも長く続く
時は注意が必要。

20～30
強い雨

どしゃ降り。

地面一面に水
たまりができ
る。

ワイパーを速くして
も見づらい。

側溝や下水、小さな川があ
ふれ、小規模のがけくずれ
が始まる。

30～50
激しい
雨

バケツをひっく
り返したように
降る。

傘をさしても
ぬれる。

寝ている人の
半数ぐらいが
雨に気がつく。

道路が川のよ
うになる。

高速走行時、車輪と
路面の間に水膜が生
じブレーキがきかな
くなる。（ハイドロ
ブレーニング現象）

やまくずれ、がけくずれが
起きやすくなり、危険地帯
では避難の準備が必要。都
市で下水管から雨水があふ
れる。

50～80
非常に
激しい
雨

滝のように降る。
ゴーゴーと降り
続く。

都市部では地下室や地下街
に雨水が流れ込む場合があ
る。マンホールから水が噴
出する。土石流が起こりや
すい。多くの災害が発生す
る。

80～
猛烈
な雨

息苦しくなるよ
うな圧迫感があ
る。
恐怖を感ずる。

傘はまったく
役に立たない。

水しぶきであ
たり一面が
白っぽくなり、
視界が悪くな
る。

車の運転は危険。

雨による大規模な災害の発
生する恐れが強く、厳重な
警戒が必要。

１
時
間
に
30

㍉
～
50

㍉
降
る

雨
を
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
な
「
激
し
い
雨
」
、
50
㍉
～

80

㍉
を
滝
の
よ
う
に
降
る
「
非

常
に
激
し
い
雨
」
、
80

㍉
以
上

で
は
、
恐
怖
を
感
ず
る
「
猛
烈
な

雨
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

降
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
1

時
間
に
降
る
様
々
な
雨
量
を
体
験

で
き
ま
す
。

80

㍉
以
上
の
雨
は

目
の
前
が
真
っ
白
に
感
じ
る
ほ
ど
。

ま
た
、
話
し
声
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

傘
が
と
て
も
重
た
く
、
実
際
に
こ

の
よ
う
な
雨
に
遭
遇
す
る
と
、
と

て
も
怖
く
、
歩
け
ま
せ
ん
。

平
成
15
年
7
月
19
日
の
大
水
害

で
は
１
時
間
の
降
雨
量
が
80
㍉
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
今
夏
７

月
24
日
の
降
っ
た
雨
も
飯
塚
で
1

時
間
に
98
㍉
と
局
地
的
な
豪
雨
で

し
た
。

近
年
こ
の
よ
う
な
雨
の
降
り
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
野
部

で
雨
が
降
ら
な
く
て
も
、
山
間
部

で
局
地
的
な
豪
雨
と
な
れ
ば
、
平

野
部
も
洪
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
平
野
部
で
局
地
的
な
豪
雨

と
な
れ
ば
道
路
冠
水
等
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
川
の
防
災
情

報
を
発
信
し
て
お
り
、
携
帯
電
話

で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
雨
量
や
河

川
の
水
位
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。

降雨体験装置内、80mmの雨は恐
怖を感じます。

出典：気象庁ＨＰよりhttp://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/amehyo.html

川の防災情報

（携帯版）

降
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー

降
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー

1時間の降雨量が50ミリを超えた場合、不必要な外出や車の運転は控えましょう。早めの避難を！



こ
の
大
会
は
飯
塚
市
か
ら
北

九
州
市
（
木
屋
瀬
）
ま
で
の
23

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
思
い
思
い

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作
り
の

舟
や
い
か
だ
で
挑
戦
し
ま
す
。

日
本
の
手
づ
く
り
い
か
だ
レ
ー

ス
で
は
日
本
最
長
距
離
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
毎
回
、
九
州
一
円

か
ら
70
隻
前
後
（
５
０
０
人
か

主催：遠賀川 川下り大会実行委員会

いかだの部で優勝した福岡トヨタチーム

舟の部で優勝した「あうあう重工」チーム

各艇一斉スタート！！

いろんな形のイカダで川を下っていきます

筑豊炭田といわれ昭和の
一時代を築き、エネル
ギー革命で石油が主なエ
ネルギー源となるまでは、
筑豊で掘った石炭を洞海
湾まで運ぶ五平太舟が遠
賀川を行き来していまし
た。昭和以前も筑豊でと
れた米や物資の運搬路と
して川と暮らしてきた歴
史があります。遠賀川の
川下りは昔から遠賀川流
域の暮らし・風景となっ
ています。

ら
７
０
０
人
）
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
第
30
回
目
を
迎
え

た
今
年
は
７
月
末
の
大
雨
に
よ

り
当
日
は
中
止
と
な
り
、
一
週

間
後
の
８
月
２
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
順
延
の
た
め

参
加
チ
ー
ム
も
減
少
し
ま
し
た

が
、
33
チ
ー
ム
、
３
０
７
人
が

飯
塚
市
か
ら
直
方
市
菜
の
花
大

橋
ま
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

川
下
り
の
途
中
に
は
４
か
所

の
堰
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え
る

た
め
に
舟
や
い
か
だ
を
川
岸
に

持
ち
上
げ
、
ま
た
川
に
下
ろ
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
船
を
運
ぶ

の
を
手
伝
い
合
う
チ
ー
ム
も
あ

り
、
堰
毎
に
選
手
の
交
代
を
行

う
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
漕
ぐ

人
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
、
応
援

す
る
人
と
、
参
加
者
全
員
で
協

力
し
な
が
ら
、
楽
し
い
レ
ー
ス

川
に
親
し
み
、
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
７
月

の
最
終
の
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
遠
賀
川
川
下
り
大
会
」

は
今
年
は
30
回
目
を
迎
え
、
8
月
2
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
川
下
り
大
会
が
終
わ
ら
な
い
と
、
遠
賀
川
に
夏
は
来
な

い
」
と
参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
遠
賀
川
川
下
り
大

会
」
は
遠
賀
川
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
レ
ー
ス
で
は
、
大
雨

の
余
波
で
い
つ
も
よ
り
流
量
が

多
く
、
流
れ
に
乗
っ
て
優
勝
し

た
チ
ー
ム
は
昨
年
よ
り
30
分
も

早
い
タ
イ
ム
で
し
た
。
い
か
だ

の
部
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、

「
こ
の
レ
ー
ス
の
た
め
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
毎
日
行
っ
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し

た
。
リ
タ
イ
ヤ
し
た
チ
ー
ム
も

あ
り
ま
し
た
が
、
５
時
間
近
く

漕
い
で
ゴ
ー
ル
し
た
最
後
の

チ
ー
ム
は
、
下
り
き
っ
た
喜
び

と
、
長
い
長
い
川
下
り
か
ら
解

放
さ
れ
た
安
堵
感
と
、
開
放
感

で
満
た
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

いかだの部 成績表（飛び賞含む）

順位 チーム名 タイム

優勝 ハイブリッドのお店福岡トヨタ 1:59

準優勝 スバルン2号 2:07

3位 池田石油黒崎西 2:09

4位 オーシャンズ１５ 2:15

5位 木屋瀬みまもり隊 2:24

6位 ZERO 2:28

7位 福津市役所 いかだ部 2:39

8位 新川町山吉会 2:40

9位 乙姫と浦島GO！カメスポ 2:46

10位 カミショウ、トップでカエル号 2:47

15位 ネッツトヨタ北九州 2:57

20位 あぶ丸 4:10

舟の部 成績表（飛び賞含む）

優勝 あうあう重工 1:53

準優勝 イルカ近畿大学 2:22

３位 スカイルーフ工業＆アリス文具丸 2:29

５位 みろく園 2:55

７位 リバー天・淀号 4:38



当
日
は
20
人
の
体
験
話
が
あ
り
、

会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
も
う
な

ず
き
な
が
ら
当
時
を
振
り
か
え
っ

て
い
ま
し
た
。

体
験
談
の
抜
粋

「
激
し
い
雨
が
降
る
度
に
怖
い
」

「
こ
の
家
に
は
だ
れ
も
住
ん
で
は

い
な
い
は
ず
、
と
思
っ
た
が
、
ド

ア
を
叩
く
と
微
か
な
声
が
す
る
。

入
っ
て
み
る
と
、
ち
ゃ
ぶ
台
の
上

で
助
け
を
求
め
る
お
年
寄
り
が
い

た
。
そ
れ
か
ら
全
て
の
家
に
声
掛

け
を
し
て
確
認
を
取
っ
た
。
」

「
現
在
の
よ
う
に
街
も
商
店
街
も

復
興
で
き
た
の
は
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
た
お
か
げ
。
心
か
ら
お
礼
を
言

い
た
い
」

遠賀川流域だより
発行 国土交通省遠賀川河川事務所

住所 直方市溝堀１丁目１－１
電話 （０９４９）２２－１８３０
ＦＡＸ（０９４９）２２－２８５９

ＨＰアドレス http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/

遠賀川流域だより
発行 国土交通省遠賀川河川事務所

住所 直方市溝堀１丁目１－１
電話 （０９４９）２２－１８３０
ＦＡＸ（０９４９）２２－２８５９

ＨＰアドレス http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/

協力 ＮＰＯ法人遠賀川流域住民の会
電話 ０９４８-２２-３５３５
http://www.ongagawa.jp/

皆様のご意見、ご感想をお寄せください。

大水害から６年が経過した現在、遠賀
川・穂波川の河道掘削と芳雄橋や飯塚橋
も架け替えが終了し、さらに愛着ある川
へと生まれ変わりました。また、災害に
あわれた地域では住民の手で防災マップ
が作られるなど、防災に関心が高まって
います。
しかし、一方では「７・19 大水害」は

少しずつ私たちの意識から風化が始まっ
ているのではないでしょうか。自助（自
分の身は自分で守る）・共助（地域や周
囲で助け合う）公助（行政が行なう）が
連携することで災害に強いまちが生まれ
ます。
今回伺った貴重な話を、「７・19大水

害記録誌」としてＤＶＤにまとめ、当事
者や関係者に配布。また、記録誌として、
今後の水害活動に役立てていくため本に
まとめられるそうです。

主催：ＮＰＯ法人遠賀川流域住民の会・ＮＰＯ法人防災ネット研究所

添田町野田【歓遊舎
ひこさん前】の「野
田河川公園」は今夏、
たくさんの川遊びを
する人々が集まりま
した。
平成14年３月に遠賀
川河川事務所が川へ

平
成
15
年
７
・
19
飯
塚
大
水
害
か
ら
6
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
飯
塚
市
の
東
町
商
店
街
で
平
成
21
年
7
月
19
日
「
今

こ
そ
あ
な
た
の
体
験
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
当
時
被
害
に
あ
っ
た

人
、
救
助
支
援
を
し
た
人
、
水
や
お
に
ぎ
り
を
配
布
し
た
人
た
ち
が
集

い
、
当
時
の
様
子
や
現
在
の
心
境
な
ど
を
話
し
あ
う
『
「
７
・
19
大
水

害

今
や
か
ら
話
せ
る
」
市
民
集
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
「
７
・
19
大
水
害

今
や
か
ら

話
せ
る
」
市
民
集
会
』
が
開
催
さ

れ
た
数
日
後
の
、
7
月
24
日
か
ら

25
日
に
か
け
て
北
部
九
州
に
豪
雨

に
襲
わ
れ
、
筑
豊
地
域
も
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
未
曾
有
の
災
害
に

対
し
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
、

1
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

親しみやすい、川でできる体験をしやすいよう環境整備事
業を実施。近年の整備効果もあり、より川へ近づきや
すくなり、子ども連れの家族で大賑わいでした。
【施設情報】
平成11年11月21日ふれあい物産センター『歓遊舎ひ
こさん』はオープンしました。
平成12年７月23日には施設周辺に「子どもわくわく
パーク」「菖蒲園」「りんご・もも園」などが完成。
また、平成17年10月22日に、道の駅「歓遊舎ひこさ
ん」としてスタートしました。

人
と
人
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
す

http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/
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